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十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
の
北
米
に
お
け
る
受
容
、お
よ
び
そ
の

日
本
・
東
ア
ジ
ア
の
場
合
と
の
比
較
研
究
と
い
う
名
目
で
、
十
ヶ
月
の

在
外
研
修
の
機
会
を
得
た
。
最
初
の
滞
在
地
ニ
ュ
1

・
ヨ
ー
ク
で
は
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部
の
へ
ン
リ
1

・
ス
ミ
ス
先
生

に
受
け
入
れ
責
任
者
を
お
願
い
し
て
、
半
年
間
を
過
ご
し
た
。
こ
う
し

て
よ
う
や
く
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
資
料
室
で
の
-
調
査
の
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
の
近
代
絵
画
収
集
の
基
礎
を
な
す
ハ
ヴ

ァ

i

マ
イ
ヤ
1

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
関
し
て
は
、
す
で
に
館
員
の

手
に
よ
っ
て
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h

会

b
Q
M
3
F
G同
ミ
ミ
さ
ミ
ミ
(
リ
と
な
町
民

S

(
H
C∞む
)
ト
ミ
芝
ミ
異
同
ミ
ミS
A
Y
R
忠
義
S
N
。
め
注
予
ミ
ミ
ミ
設
店
、

む
の
と
宵
円
。
、
(
H
C
G
H
)
ほ
か
の
基
礎
資
料
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
写
実
主
義
か
ら
印
象
派
以
降
の
世
代
の
フ
ラ
ン
ス
画
家
の
作
品

が
、
大
西
洋
を
横
断
し
て
、
新
た
な
価
値
観
を
新
大
陸
に
植
え
付
け
る

と
と
も
に
、
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場
で
の
作
品
評
価
額
の
高
騰
に
、

多
大
な
影
響
を
与
え
た
様
子
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え

作
品
購
入
に
関
す
る
一
次
史
料
は
、
な
お
一
部
を
除
い
て
公
表
は
控
え

ら
れ
て
お
り
、
特
別
許
可
を
得
て
鉛
筆
で
メ
モ
を
取
っ
た
。
そ
こ
か
ら

は
、
例
え
ば
デ
ュ
ラ
ン
H

リ
ュ
エ
ル
画
廊
、
が
、
パ
リ
と
ニ
ュ
!
・
ヨ
ー

ク
と
の
商
取
引
を
、
作
品
評
価
額
吊
り
上
げ
の
手
段
と
し
て
有
効
に
利

用
し
た
実
態
、
が
明
る
み
に
で
るc

大
西
洋
を
越
え
る
だ
け
で
、
マ
ネ
の

幾
つ
か
の
作
品
の
価
格
な
ど
に
は
、
最
低
二
倍
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
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